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令和７年度第１回広島高速道路公社入札監視委員会 議事の概要 

 

開催日 令和７年７月３０日（水）１４：００～１６：００ 

場所 広島高速道路公社 １階 会議室 

出席委員 内田委員（委員長）、半井委員、桧﨑委員 

議題 

議事１ 

 入札及び契約手続の運用状況等の報告について 

議事２ 

 抽出事案について 

 ⑴ 広島高速５号線温品ＪＣＴ鋼上部工事（２工区） 

 ⑵ 広島高速５号線料金所等新築その他工事 

 ⑶ 令和６年度広島高速道路交通量推計他業務 

 ⑷ 広島高速５号線関連施設再検討その他業務 

抽出事案の 

審議対象期間 
令和６年１０月１日から令和７年３月３１日まで 

審議・報告内容 別紙のとおり 

委員会による 

意見の具申等 
いずれの審議案件とも適正であると認められました。 

担当部署 
広島高速道路公社 総務部総務課財務係 

082-508-6848 
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報告内容 

議事１ 入札及び契約手続の運用状況等の報告について 

○ 入札方式別の発注件数は次のとおり 

区 分 

一般競争入札 指名競争入札 随意契約 
件数 

計 

   

件数 
うち 

総合評価 

うち 

低入札 
件数 

うち 

総合評価 

うち 

低入札 
件数 

うち公募

型ﾌﾟﾛﾎﾟｰ

ｻﾞﾙ方式 

建設工事 6 5 4 0 0 0 0 0 6 

測量・建設コンサ

ルタント等業務 2 2 0 0 0 0 1 0 3 

件数計 8 7 4 0 0 0 1 0 9 

 

○ 低入札価格調査を行った件数は４件 

 

○ 当初契約額の３０％を超える変更契約を行った件数は１件 

 

○ 指名停止措置を行った件数は２件 

 

○ 入札・契約の過程に係る苦情申立て、入札談合情報、入札・契約事務に係る働きかけ等について

は該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 3 - 

 

 

報告内容 

議事２ 抽出事案について 

〇抽出事案１ 広島高速５号線温品ＪＣＴ鋼上部工事（２工区） 

意見・質問 回答 

○ 本工事の応札者が多くなった理由は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 低価格入札資料の質問事項にて、資材購入先 

に協力会社と取引会社と記載があるが、それぞ

れの違いは。 

 

 

 

 

 

○ 低価格入札案件において、技術者を追加配置

させているが、公社はどのように工事の品質に

関する確認を行っているのか。 

 

● 本工事の規模の大きさや、中国管内の公共工

事の発注状況の要因に加えて、共同企業体と単

体企業のどちらでも入札参加を可能としたこ

とに一定の効果があったと考えている。 

設計金額が５億円以上の工事から共同企業体

による入札を付すことができるが、競争性の向

上を図るため、単体で施工できる企業があると

認められる場合は、共同企業体と単体企業とを

混合して参加させる入札を行うことができる

こととしている。 

（建設第二課長） 

 

● 協力会社は受注者と資本関係がある会社のこ

とを指し、取引会社は製品等を低価格での調達

先を確認するために区分して記載している。 

  本工事では、長年付き合いのある取引会社か

ら低価格で資材の調達が可能であることを、受

注者に対するヒアリングにおいて確認した。 

（事務局） 

 

● 受注者が提出する施工計画書と低価格入札資

料の記載内容と照らし合わせるなど、品質確保

のため、通常の契約から確認事項を追加してい

る。 

（建設第二課長） 
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報告内容 

議事２ 抽出事案について 

〇抽出事案２ 広島高速５号線料金所等新築その他工事 

意見・質問 回答 

○ 難易度の高くない規模の工事にもかかわら

ず、応札が１者となったのはなぜか。 

 

 

○ 落札率が高かった要因のひとつとして、質問

回答の閲覧の際に、自社の質問のみが掲載され

ていることによって１者応札を類推できる点

を挙げていたが、なぜ類推できるのか。 

 

 

 

○ 競争性を確保するため、回答の方法について

改善の余地はないのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 過去の同様の工事と比較して、契約金額が上

昇している要因は。 

 

 

● 技術者不足により応札ができなかったと推測

している。 

（施設整備担当課長） 

 

● 入札手続きのうち、設計図書に対する質問へ

の回答において、質問者の名前を伏せて、ホー

ムページにより公表しているものの、質問内容

の一致から１者応札を類推できる可能性があ

る。 

（施設整備担当課長） 

 

● 回答内容によっては入札条件の追加や修正が

されることがあるため、全ての社に対し、回

答を同時に公表することによって、入札にお

ける公平性を確保している。 

公共事業の入札においては、公平性・競争性

の確保は最も重要であり、これらにより経済

性も確保されると考えており、公表方法の運

用変更の余地はないと考えている。 

（事務局） 

 

● 当時からの物価上昇率に比例して、契約金額

も上昇していることが確認できる。 

（施設整備担当課長） 

 

  



- 5 - 

 

 

報告内容 

議事２ 抽出事案について 

○抽出事案３ 令和６年度広島高速道路交通量推計他業務 

意見・質問 回答 

○ 特定の１者ばかりとの契約とならないよう、

競争性を確保する工夫の余地はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 入札参加者一覧表において、同住所の別会社

が存在するが、資本関係の確認は行っている

か。 

 

● 中国管内における他団体の発注状況におい

ても、同社が大半の交通量推計業務を受注し

ており、技術力の突出した１者が結果的に落

札し続けている状況である。 

公社における過去の入札の応札者数は複数の

時もあり、一定の競争はされているので、発

注者としての工夫は難しいと考えている。 

（企画調査課長） 

 

● 親会社と子会社などの資本関係がないこと

を、入札参加条件として公告に記載してお

り、参加申請時に確認を行っている。 

（企画調査課長） 

 

 

 

報告内容 

議事２ 抽出事案について 

〇抽出事案４ 広島高速５号線関連施設再検討その他業務 

意見・質問 回答 

○ 本業務は避難口の施工方法の再検討と、シー

ルドトンネル工事の設計の２つが、主たる業務

内容であるが、避難口に係る費用は全体価格の

何％なのか。 

 

● 全体金額の約２５％であり、金額の相当性に

ついては確認している。 

（建設第一課調整担当課長） 

 


